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事業番号 B1902

実施計画事業 〇
実施計画事業以外の事業 　

令和４年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 中部フィルハーモニー交響楽団補助事業 担当部
健康生きがい

支え合い推進部

事業期間 令和２年度 ～ 令和４年度 担当課 文化・スポーツ課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

19
展開
方向

2 担当係 事業推進係

目 5 大 2 中 1予算区分 一般会計 款 10 項 5

対象
（何･誰を対象

に）

中部フィルハーモニー交響楽団

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

●令和３年度の実施内容
・中部フィルハーモニー交響楽団の実施する定期演奏会及び特別演奏会
に対して補助を行った。
 補助対象演奏会：定期演奏会　5公演、特別演奏会　2公演
 　　　　　　　　　　 創立20周年記念コンサート　1公演

●直接経費（令和３年度）
　負担金、補助及び交付金　10,000千円
　
●直接経費（令和4年度）
　負担金、補助及び交付金　10,000千円

受益者負担 無

根拠法令
・個別計画

教育振興基本計画
中部フィルハーモニー交響楽団補助金交付要綱

事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

中部フィルハーモニー交響楽団の財政状況を改善し、安定的な楽団運営
を行うことで、地域に根差したしたオーケストラとして小牧市の音楽文化の
振興に貢献する。

事
業
費

項目 H30 R1 R2 R3

国・県支出金 － － －

R4

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 － － 11,000 10,000

計（A） 0 0 11,000 10,000

－

その他 － － － －

予算額 － － 11,000 10,000 10,000

対前年比 ― ― ― △ 9

その他職員（時給×時間）

正規職員（平均賃金） 0 0 749 749

正規職員 0.1 0.1

その他職員

事業費合計（C＝A＋B） 0 0 11,749 10,749

計（B） 0 0 749 749

人
件
費
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（３）業績

単位

1 人

2

3

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

展開方向における指標の推移 基本施策 19 展開方向 2

指標名 方向性 基準値 R1 R2 R3 R4
支援を行った文化団体が実施

する事業への参加者数 ↗ 30,046 47,551 13,768 5,694

指
標

指標ほか H30 R1 R2 R3

26,209 74,886 101,638

561

R4

成
果
指
標

一般正味財産額 千円
－ － 27,600 34,510 42,570

28,780

会員数 人
－ － 1,200 1,200 1,200

1,085 1,193 1,075

活
動
指
標

自主公演数 回
10 10 10 10 10

11 11 7 8

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 － － 561 1,075

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 － － 20,942 9,998

18 0 21
補助金10,000千円－会費3,000千円＝7,000千円

事
業
の
評
価

事業の方向性 縮　小 対象や手段の絞込み等により、事業のボリュームを縮小すべきもの

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

令和3年度は、令和2年度から引き続き文化庁からの事業を受託したこと等によ
り、2年連続して一般正味財産額が増加し、財政基盤の強化ができた。
今後についても、公演の実施等については、新型コロナウイルスの影響は避け
られないが、3年度にわたる支援の成果により、当面安定的な楽団運営ができそ
うな見込みである。
補助事業としては、当初に設定した3年の期限をもって終了とする。

今後の実
施内容

今後についても、本市に拠点を置く中部フィルハーモニー交響楽団と連携し、文
化の振興を図るため、令和元年度以前の会費（3,000千円）に変更して支出す
る。
また、引き続き、小中学生のオーケストラ鑑賞事業をはじめとした委託事業等を
連携して実施し、本格的な鑑賞機会の提供に努める。

事務事業評
価による額

7,000
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